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§３ 円と三角形の相似

Ｈ３.１ 
(1) △APCと△DPBにおいて、
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CAP BDP∠ ∠ （円周角の定理）

CPA BPD∠ ∠ （対頂角）

∴ APC DPB△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比を考えて、
AP : PC DP : PB

21 : 12 8 : x  ∴  
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また、
AP : AC DP : DB

21 : 8 : 6y  ∴  
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(2) △APCと△DPBにおいて、

PAC PDB∠ ∠

（内接四角形の定理）

APC DPB∠ ∠ （共通）

∴ APC DPB△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比を考えて、
AP : PC DP : PB
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0x  だから 5x 
また、

AP : AC DP : DB
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(3) 図のように A, B, C, Pを取り、さらに
CPを延長して、円 Oの弦 CDを取る
と、△OCDは OC ODの二等辺三角
形であり、 OP CDなので、二等辺
三角形の垂線は中線に一致すること

から、  CP DP x

△APCと△DPBにおいて、
CAP BDP∠ ∠ （円周角の定理）

CPA BPD∠ ∠ （対頂角）

∴ APC DPB△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比を考えて、
AP : PC DP : PB
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※ △APC と△CPB の相似を利用して求
めることもできる。
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(4) 半径 COを延長して、直径 CDを取る
と、

DP 7 3 10, PC 7 3 4     

△APCと△DPBにおいて、
CAP BDP∠ ∠ （円周角の定理）

CPA BPD∠ ∠ （対頂角）

∴ APC DPB△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比を考えて、
AP : PC DP : PB

: 4 10 : 5x  ∴  
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Ｈ３.２ 
(1) △BPCと△DPAにおいて、

PBC PDA∠ ∠ （円周角の定理）

BPC DPA∠ ∠ （共通）

∴ BPC DPA△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比を考えて、

PC : CB PA : AD

5 : 8 4 : AD  ∴  
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(2) (1)の BPC DPA△ ∽△ の対応辺の比

を考えて、
PC : PB PA : PD

5 : 10 4 : PD  ∴  
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よって、     CD PD PC 8 5 3

(3) △AQBと△CQDにおいて、
QBA QDC∠ ∠ （円周角の定理）

AQB CQD∠ ∠ （対頂角）

∴ AQB CQD△ ∽△ （二角相等）

相似比は
 AB : CD 6 : 3 2 : 1

なので、△CQDの辺の長さを
 CQ , QDx y

とおくと、
 AQ 2 , QB 2x y

BC, ADの長さに注目して、
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※ 実は Qは ADの中点になっている。
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Ｈ３.３ 
(1)

まず、ABCの面積を求めよう。
AからBCへ下ろした垂線の足をHと
する。

 AH , BHx yとおくと、
CH BC BH 6 y   

△ABH にピタゴラスの定理を用いて、
2 2 27 x y   ··································· ①

△ACH にピタゴラスの定理を用いて、
2 2 25 (6 )x y  

22 25 36 12x y y     ················· ②
① ②より、
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したがって、①より
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AH 0x   だから、

∴AH 224 6 
よって、三角形 ABCの面積は、
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一方、内心を Iとして、
ABC IBC ICA IAB
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とも表されるから、
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(2)

外心を O，直線 AO と円 O の交点の
うち、Aとは異なる方を Dとする。
△ABHと△ADCにおいて、

ABH ADC∠ ∠ （円周角の定理）

AHB ACD∠ ∠ （  90 ）
∴ ABH ADC△ ∽△ （二角相等）

であるから、対応辺の比を考えて、
AB : AH AD : AC
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